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令
和
二
年
度
の
事
業
が

開
始
さ
れ
ま
し
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
が
続
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
努
力
に

よ
っ
て
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
サ
ッ
カ
ー
の
話

題
が
増
し
、
徐
々
に
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
姿
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
苦
境
の
中
、
登
録

い
た
だ
く
チ
ー
ム
・
選
手
、

事
業
の
遂
行
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
各
専
門
委
員
会
、

地
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
連

盟
及
び
役
員
の
皆
様
に
は

事
業
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

去
る
六
月
二
三
日
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
・
社
員

総
会
に
お
い
て
令
和
元
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
を
ご
審
議
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。
三
月
二
四
日

の
理
事
会
・
社
員
総
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
令
和
二

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

計
画
と
合
わ
せ
、
新
年
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
の
理
事
会
・
社
員
総
会

に
お
い
て
令
和
二
・
三
年

度
の
役
員
・
理
事
・
監
事

並
び
に
常
務
委
員
が
選
任

及
び
承
認
さ
れ
、
新
体
制

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
こ
と　

再
度
代
表
理

事
並
び
に
会
長
と
し
て
選

任
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
皆
様
の
負
託
に

応
え
、
役
員
は
じ
め
関
係

各
位
の
皆
様
と
共
に
新
潟

県
サ
ッ
カ
ー
の
更
な
る
躍

進
を
目
指
し
事
業
を
遂
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
猛
威
は
サ
ッ
カ
ー
界
に

大
き
な
影
を
落
と
し
、
事

業
の
中
止
・
延
期
が
続
き

ま
し
た
。
中
止
・
延
期
は

協
会
の
事
業
収
支
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
が
、
無
事

に
決
算
を
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
協
会
が
堅
実

に
運
営
さ
れ
て
い
る
結
果

で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
の
新
年
度
開
始
以

降
も
、
県
選
手
権
や
都
道

府
県
リ
ー
グ
を
は
じ
め
多

く
の
大
会
や
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
・
縮
小
・
延
期
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
然
し
な
が

ら
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
ス

ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
す
る

県
協
会
は
、
そ
の
活
動
を

停
滞
さ
せ
ま
せ
ん
。
登
録

会
員
に
対
し
て
も
支
援
の

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
る

多
く
の
方
々
と
共
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　

県
協
会
は
、
将
来
の
改

革
を
目
指
し
、
専
門
委
員

会
の
整
備
に
着
手
い
た
し

ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
普
及

活
動
に
お
い
て
最
も
傾
注

す
べ
き
「
グ
ラ
ス
ル
ー

ツ
」
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
入

り
口
と
な
る
キ
ッ
ズ
へ
の

誘
い
、
女
子
普
及
活
動
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー

な
ど
の
健
康
志
向
分
野
や

高
齢
者
へ
の
働
き
か
け
、

そ
し
て
障
が
い
者
に
開
か

れ
た
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
環
境
拡
大
、
こ
れ
ら
を

体
系
的
に
具
現
化
で
き
る

体
制
構
築
を
目
指
し
準
備

を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

専
門
委
員
会
に
は
将
来
構

想
を
つ
か
さ
ど
る
組
織
が

あ
り
ま
す
。
委
員
会
が
将

来
構
想
を
目
に
見
え
る
形

で
立
案
し
活
動
す
る
こ
と

は
、
開
か
れ
た
協
会
を
目

指
す
た
め
の
大
切
な
活
動

で
あ
り
ま
す
。
次
年
度
の

発
動
に
向
け
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
茨
城
国
体
に
は
、
成
年

男
子
と
女
子
が
出
場
し
ま

し
た
。
男
子
は
２
回
戦
敗

退
、
女
子
は
１
回
戦
を
Ｐ

Ｋ
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
強
豪
と
の

対
戦
で
し
た
が
攻
撃
力
に

課
題
を
残
し
、
改
革
が
望

ま
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

既
に
全
国
レ
ベ
ル
に
あ

る
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
は
、

帝
京
長
岡
高
校
が
高
校
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
で
県
勢
初

の
ベ
ス
ト
４
に
輝
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
準
決
勝

で
惜
敗
し
ま
し
た
が
戦
い

振
り
は
優
勝
チ
ー
ム
に
匹

敵
す
る
も
の
と
多
く
の
方

か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
チ
ー
ム
か
ら
は

新
た
に
３
名
の
Ｊ
リ
ー
ガ

ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
プ

ロ
と
な
る
選
手
の
登
場

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
ジ
ュ

ニ
ア
ユ
ー
ス
、
ユ
ー
ス
と

続
く
育
成
の
結
実
で
あ
り

ま
し
た
。
関
わ
ら
れ
た
多

く
の
指
導
者
・
関
係
者
に

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
今
年
度
は
ど
の

よ
う
な
チ
ー
ム
及
び
選
手

が
登
場
す
る
の
か
、
今
か

ら
胸
躍
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
大
規
模
大
会

と
し
て
県
初
の
フ
ッ
ト
サ

ル
日
本
代
表
国
際
親
善
試

合
を
長
岡
市
で
開
催
し
ま

し
た
。
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員

会
・
連
盟
及
び
長
岡
市
サ

ッ
カ
ー
協
会
は
じ
め
多
く

の
方
の
ご
尽
力
で
成
功
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。
早
々

に
チ
ケ
ッ
ト
を
完
売
し
満

員
の
観
衆
の
熱
気
あ
ふ
れ

る
応
援
は
新
潟
県
に
フ
ッ

ト
サ
ル
が
定
着
し
て
い
る

証
明
で
も
あ
り
、
日
本
代

表
の
事
前
合
宿
で
は
地
元

幼
・
保
育
園
児
と
の
交
流

な
ど
大
会
の
魅
力
を
余
す

こ
と
な
く
伝
え
て
お
り
ま

し
た
。今
後
の
大
会
開
催
、

新
潟
市
以
外
で
の
開
催
な

ど
視
点
を
広
げ
る
機
会
で

あ
り
ま
し
た
。
県
協
会
は

今
後
も
大
規
模
大
会
の
誘

致
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
国

際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
ｉ
ｎ

新
潟
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
日
程
の
関
係
か

ら
９
月
開
催
を
予
定
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
世
界
感
染
状
況

か
ら
残
念
な
が
ら
中
止
と

い
た
し
ま
し
た
。
Ｕ―

17
世
代
の
日
本
代
表
・
新

潟
選
抜
、
海
外
招
聘
チ
ー

ム
は
メ
キ
シ
コ
代
表
と
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
代
表
で
し
た

が
、
渡
航
制
限
の
中
、
や

む
を
得
な
い
と
決
断
い
た

し
ま
し
た
。
来
年
は
、
今

年
の
分
を
含
め
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
た
大
会
を
目
指

し
ま
す
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

は
Ｊ
リ
ー
グ
の
中
断
に
よ

り
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
が
、
悲
願
の
Ｊ
１

復
帰
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
潟
県
サ

ッ
カ
ー
界
の
誇
り
と
し
て

県
民
に
そ
の
雄
姿
を
見
せ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
県
協
会

と
連
携
し
県
内
全
域
で
普

及
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
で
、
将
来
の
プ

ロ
化
を
視
野
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
県
協
会
は

活
動
を
全
面
的
に
支
持
し

積
極
的
に
応
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
両
チ
ー
ム
は
新
潟

県
サ
ッ
カ
ー
の
象
徴
で
あ

り
、
全
て
の
県
民
の
耳
目

を
集
め
ま
す
。
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
応
援
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

に
は
、
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
協
会
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
負
託
に
応

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
か
ら
の
脱
却
と
早

期
の
克
服
を
願
い
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。
倍
旧
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
2
・
3
年
度
理
事

会

長

柄
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正
三

副
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長
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専
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理

事

渡
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滋

副

会

長

中
澤　

雄
一
（
新
任
）

副

専

務

理

事

永
井　

啓
介

副

専

務

理

事

阿
部　

辰
也

理

事

佐
藤　

圭
司

事
務
局
長　
（
新
任
）

理

事

丸
山　

有
一
（
新
任
）

理

事

宮
島　

伸
好

理

事

渡
邉　
　

晃

理

事

渡
邉　
　

忍

理

事

金
子　

玄
益

理

事

榎
本　

恵
子

理

事

坂
井　

志
行

理

事

若
山　
　

裕

理

事

古
俣　

健
次

特

任

理

事

中
野　

幸
夫

特

任

理

事

森　
　
　

恭

特

任

理

事

小
林　
　

彰

特

任

理

事

中
村　
　

勉

特

任

理

事

山
本　

英
明
（
新
任
）

監

事

中
川　
　

靖

監

事

渡
辺　

一
弥

総
会
・
理
事
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
役
員
が
左
記
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

専
門
委
員
会
委
員
長

ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

委

員

長

永
井　

啓
介

財
務
委
員
会

委

員

長

大
原　

重
男

資
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・
規
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・
フ
ェ
ア
プ
レ
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委
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会

委
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長

谷　
　

邦
男

審
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委
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会

委
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長

加
藤　

芳
彦

技
術
委
員
会

委

員

長

丸
山　

有
一

新
潟
県
選
手
権（
兼
天
皇
杯
）実
施
委
員
会

委

員

長

石
坂　
　

学

医
学
委
員
会

委

員

長

大
森　
　

豪

事
業
委
員
会

委

員

長

宮
島　

伸
好

第
１
種
委
員
会

委

員

長

松
田　

茂
臣

第
２
種
委
員
会

委

員

長

渡
邉　
　

晃

第
３
種
委
員
会

委

員

長

渡
邉　
　

忍

第
４
種
委
員
会

委

員

長

内
山　

和
彦

女
子
委
員
会

委

員

長

佐
野　

裕
子

フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

委

員

長

森　
　
　

恭

キ
ッ
ズ
委
員
会

委

員

長

堀
澤　
　

清

広
報
委
員
会

委

員

長

坂
井　

志
行

マ
ッ
チ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
委
員
会

委

員

長

河
合　

昭
博

女
子
サ
ッ
カ
ー
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委

員

長

石
川　

正
記
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当初実施予定日 担当種別･
委員会など 事業･大会･会議など名称 予定していた会場

今後の対応予定
（中止／延期（決まって
いれば振替日）／未定）

7月 8日
新潟県
サッカー
協会

天皇杯　3回戦 デンカビッグスワンスタジアム 新潟県開催なし
9月 19日～ 21日 第 24回国際ユースサッカー in 新潟 デンカビッグスワンスタジアム他 中止
5月 21日 （一社）新潟県サッカー協会　常務委員会 （一社）新潟県サッカー協会 中止
5月 26日 （一社）新潟県サッカー協会　理事会・社員総会 新潟市内 6月 23日開催（済み）

3月 29日～ 5月 10日

1種

新潟県サッカー選手権（天皇杯予選）2回戦～決勝 新潟聖籠スポーツセンター、
JAPANサッカーカレッジ他

8月 2日（準決勝）
サンスポーツランドしばた
8月 16日（決勝）
五十公野公園陸上競技場

4月 12日～ 6月 21日 全国クラブチームサッカー選手権･新潟県予選 新潟聖籠スポーツセンター、
鳥屋野球技場 未定

5月 3日～ 6月 14日 全国社会人サッカー選手権･新潟県予選 鳥屋野球技場 中止
4月～ 新潟県社会人リーグ 各地 7月より各リーグが開幕
4月～

2種
高円宮杯 JFA ･ U18 サッカーリーグ 2020 ･新潟県 各地 7月より各リーグが開幕

8月～ 全国高校サッカー選手権大会新潟県大会 各地 8月より開幕予定
5月 23日～ 6月 8日 令和２年度新潟県高等学校総合体育大会

サッカー競技　男子・女子 各地 中止
4月～

3種

高円宮杯 JFA ･ U15 サッカーリーグ 2020 ･新潟県 各地 8月開幕
5月～ 日本クラブユース選手権U15新潟県予選 各地 8月 22日～ 9月 21日
5月～ U-13 サッカーリーグ 2020新潟県 各地 9月 22日・9月 26日・

9月 27日開催
7月 18日～ 20日 第 54回新潟県中学校サッカー大会 新潟聖籠スポーツセンター 中止

4月～
4種

JFA ･ U12 ･ 11 ･ 10 サッカーリーグ 2020 各地

各地区・ブロックにおいて６
月６日以降で自治体からの活
動自粛要請等が解除され、活
動（練習）再開後４週間以上
経過した日とする。また、チー
ムのリーグ戦参加についても
活動再開後４週間以上経過し
ていることを条件

6月 20日～ 21日 スポーツデポカップ
第28回新潟県U-12 サッカー選手権大会　燃える心 新潟聖籠スポーツセンター 中止

6月 13日・14日 新潟県（4種） 新潟県スマイルカップU-10 鳥屋野球技場 中止
4月～

シニア
令和 2年度新潟県シニアサッカーリーグ
（35・40歳以上）（50・60歳以上） 各地 7月より開幕

5月 17日・31日 全国シニアO－ 40新潟県予選 新潟聖籠スポーツセンター
長岡ニュータウン運動公園 中止

5月～

女子

新潟県女子サッカーリーグ 各地 8月 30日～開幕予定

7月 皇后杯　新潟県予選 潟東サルビアサッカー場
8月 2日、16日開催
会場　両日とも
　　　グランセナ新潟

7月 ヴィーナスカップ 燕市吉田ふれあい広場 延期（今後の日程未定）
5月 10日 JFAレディース /ガールズサッカーフェスティバル

in 長岡
長岡市ニュータウン運動公園
（屋内） 延期（今後の日程未定）

5月 31日 JFAレディース /ガールズサッカーフェスティバル
in 新発田 新発田市五十公野公園陸上競技場 延期（今後の日程未定）

6月 21日 新潟県女子U12　8人制サッカーフェスティバル 潟東サルビアサッカー場 延期（今後の日程未定）
2月 29日～ 3月 1日 フットサル

（4種）
JFAバーモンドカップ
第 30回全日本U12フットサル選手権･新潟県大会 柿崎ドーム 中止

5月 9日・10日

フットサル

JFA 第 7回全日本U-18 フットサル大会
新潟県大会 中止

5月 23日・24日 JFA 第 16回全日本大学フットサル大会
新潟県大会 新潟市体育館 中止

6月～ SuperSports　XEBIO
第 19回新潟県フットサルリーグ 2020 各地 未定

4月～ キッズ
委員会

キッズプログラム（巡回指導） 各地 延期
6月～ ＪＦＡキッズサッカーフェスティバル 各地 未定
6月 28日 ユニクロキッズサッカーフェスティバル デンカビッグスワンスタジアム 中止

4月～ 技術
トレセン活動等

各地
「日常」「チーム」「リーグ戦」
が再開された段階で活動再開
を検討指導者養成事業（講習会等）

北信越U16トレセンリーグ 各地 前期中止　後期日程未定

4月～ 審判
4月からのサッカー・フットサル
4級審判資格新規認定講習会 各地 7月から各会場で開催
4月からのサッカー・フットサル
3級審判員資格昇級講習会 各地 未定

東日本大震災  復興支援

がんばろう   　 ニッポン！
サッカーファミリーのチカラをひとつに！

NiFAマスタープラン2007スタート
（一社）新潟県サッカー協会は、
英語名 :Niigata  Football Associationの略称を従来のNFAからNiFAに変更し、これを「ニーファ」
と読みます。
また、新たなスタートを切るNiFAを象徴するシンボルマークを作成。
４本の翼は新潟、上越、中越、下越の４地区協会を表し、新潟県の形も示しています。
そして４地区協会の飛躍による新たな新潟のサッカーをGOALに向かうサッカーボールで表現しました。
さらに濃いブルーは新潟の空と海、地域に根ざしたNiFAを表しています。
NiFAはさまざまなシーンでこのシンボルマークを使用していきます。

 NiFAの理念
サッカーを通じて豊かなスポーツ文化を創造し、県民の心身の健全な発達と社会の発展に貢献する。

 NiFAのビジョン
1.新潟県におけるサッカーの普及に努め、全ての県民がサッカーに親しむ環境を作り上げる。
　他の競技団体と連係し、スポーツをより身近なものとすることで、県民の健康で豊かな生活をサポートする。
2. 新潟県を代表するチームが日本のトップレベルで活躍できるようサッカーの強化に努め、新潟県出身プレーヤーが国内外で活躍するこ
とで、県民に勇気・希望・感動をもたらす。

３.常にフェアプレーの精神を持ち、国内外の人々との友好を深め、社会に貢献する。

 NiFAの目標2015
2015年には、健全でゆるぎない組織となり、６つの目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが８万人となる。
⑵ Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーを合計で10人以上輩出し、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出する。
⑶各カテゴリーの全国大会において、新潟県チームのいずれかが常にベスト４以上の成績を修める。
⑷ＪＦＬに加盟するチームを育成する。
⑸各カテゴリーの全国大会、国際試合を誘致、運営する。

 NiFAの目標2050
2050年にむけて、組織基盤をさらに強固なものとし、2050年までに以下の目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが15万人となる。
⑵Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーが合計10人以上存在し続け、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出し続
ける。
⑶日本で FIFAワールドカップが開催される際には、サッカー専用スタジアムで試合を開催する。

● ● スマイル＆チャレンジ ● ●

当協会にご支援いただいている法人各社

2007 年宣言の実現のため諸事業に取り組んでいます !!

 　　　 テレビ新潟　 ＢＳＮ新潟放送 
新潟日報　 東北電力　 総合生協
 　　　

新型コロナウィルス感染対策による大会・イベント等の開催状況について　7月 13日現在


